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スタンダールと『アルマンス』
—ーキュリアル伯夫人をめぐって—
八
? ?
序
1826年6月27日．スタンダールはキュリアル伯夫人との不和を感じなが
ら一時渡英する。そして．その年の 9月に帰国した時．彼はキュリアル
伯夫人の不興が．決定的なものであることを知った。以降．彼は極度の
絶望感に．常に責めさいなまれることになる。「悲しみは彼を解放してく
れず．彼は気晴しにその年の初めに草案していた，オクタープと，その
従妹アルマンスの物語に再び着手する。彼はそこに．苦しみに満ちたキュ
リアル伯夫人との交際で経験したばかりの感情を．幾分か表現しようとし
た」11と．アンリ・マルチノーが述べているように．『アルマンス』には．
キュリアル伯夫人の面影が随所に見受けられることになる。
本論では．『アルマンス』の執筆に．多大な影響を与えたと思われるキュ
リアル伯夫人が．実際に．どの様な形で作者の裡に根を張り．そしてその
事が『アルマンス』の作者に．どの様に作用しているかを．述べて行きた
し9
゜
1. オクタープとアルマンス
『アルマンス』に関して，スタンダールは友人のメリメ宛の1826年12月
23日付の手紙で「この小説が，フランスの美しい侯爵夫人を，午前2時ま
で眠らずに過させるに足る熱情を持っているか」(21 と問うているように，
(1) Henri Martineau, Le Cceur de Stendhal, vol. I, Albin Michel, 
1953, p. 89. 
(2) Correspondance I, p. 97. 
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もっぱら「女性読者のために関心を引く部分を展開」131するためにのみ．
アルマンス・ド・ゾヒロフを登場させたのだろうか。「彼が有名な墓碑銘
(Arrigo Beyle, Milanese)を作成した意味は，彼の性格そのままに
出入りできたミラノのサロンで．彼が恐れ．軽蔑し．そして待ちわびてい
た，うわべだけの評判を初めて手に入れたことにある」141 と．レオン・プ
ルムがスタンダールの裡にある名声欲を指摘しているように．スタンダー
ルが世間の評判を得ようとして．アルマンスを小説に登場させた，と考え
られなくもない。然し．アルマンスの役割を考える時，彼女の果している
ものは．必ずしもそうとは断言できないだろう。
アルマンスに対するこの種の非難は．彼女の輪郭の曖昧さにあるようだ。
《Ontrouvait quelque chose d'asiatique dans les traits de cette 
jeune file, comme dans sa douceur et sa nonchalance qui, malgre 
son Age, semblaient encore tenir a l'enfance. [ .] cependant un 
certain charme de grAce et de retenue enchanteresse se repandait 
autour d'elle.》is1 (ch. 5.) 
アルマンスの肖像に関するこの描写の少し後に，更に次の様に続けられ
る。
《Elleetait remarquable par ce que j'appellerais, si je l'osais, 
la beaute russe: c'etait une reunion de traits, qui tout en expri-
manta un degre fort eleve une simplicite et un devouement que l'on 
ne trouve plus chez les peuples trop civilises, offraient [ .] un 
singulier melange de la beaute circassienne la plus pure et de quel-
ques formes allemandes [ .].》is1 (ch. 5.) 
(3) Jean Prevost, La creation chez Stendhal, Mercure de France, 1951, 
p. 230. 
(4) Ll!on Blum, Stendhal et le Beylisme, Albin Michel, 1983, p. 59. 
(5) Armance, PL. I, p. 57. 
(6) Ibid., pp. 57-58. 
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以上のように．等5章になって初めて，アルマンスの肖像が具体的に示
されるのだが．『アルマンス』の読者は，果してこの描写だけで．正確に
彼女の輪郭が捕えられるのだろうか。ジャン・プレヴォは「アルマンス・
ド・ゾヒロフの肖像が，数章に渡って遅々として進まない」171と．不平を
述べているが．読者を困惑させるのは．肖像描写の遅さではなく．むしろ
その曖昧さによる。そして．アルマンスのこの曖昧さは．オクタープと彼
女との関係に起因している。
《Depuis trois quarts d'heure le cceur d'Octave etait abreuve 
d'amertume, il fut saisi de cette id知： Armance ne me fait pas 
de compliment, elle seule ici est etrangere a ce redoublement 
d'interet que je dois a de !'argent, elle seul~ici a quelque 
noblesse d'ame. Et ce fut pour lui une consolation que de regar-
der Armance. Voila done un etre estimable, se dit-il, [ .J.》181
(ch. 2.) 
賠償法の確かな見込みのため，サロンに出入りしている人々の態度の
急変に，憂鬱になっているオクタープの意識下で，アルマンスが影のよ
うに浸透して来ていることが読み取れるだろう。そして恐らく，この小
説の前半部91を通して，アルマンは，オクタープの上記の様な意識の流
れの中に居るため，不確かで，捕え難い存在として呈示されている。つま
り．アルマンスは，オクタープの心象と考えてよいと思われる。このため
に，両主人公の類似性が生じている。
《[. ] je n'y vois qu'une funeste analogie de caracteres.》暉
(ch. 28.) 
(71 Jean Rrevost, op.cit., p. 231. 
(81 Armance, PL. I, p. 40. 
(91 モーリス・バルデーシュは『アルマンス」を，前半部（第 1章ー第16章）と
後半部（第17章一第31章）とに分けている。 Cf.Maurice Bardeche, 
Stendhal romancier, La Table Ronde, 1947, p. 152. 
UOI Armance, PL. I, p. 168. 
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と．マリヴェール氏が述べているように。
次に．両主人公の間に．作者の介入している箇所を示してみよう。
《.Ele, sans se le bien expliquer, sentait qu'Octave etait la 
victime de cette sorte de sensibilite deraisonnable qui fait les 
hommes malheureux et dignes d'etre aimes. Une imagination pas-
sionee le portait a s'exagerer les bonheurs dont il ne pouvait 
jouir. S'il e1lt re匹 duciel un creur sec, froid, ra1sonnable, 
avec tous les autres avantages qu'il reunissait d'ailleurs, il eO.t 
OD pu etre fort heureux. 1 ne lu1 manqua1t qu'une a.me commune.》
(ch. 3.) 
ヴィクトール・プロンペールは．この箇所について．第 1文から第4文
にかけて．オクタープヘの視線が，アルマンスから．徐々にスタンダール
へと移行している四ことを指摘している。アルマンスが．オクタープの心
象的存在であることを先に述べたが．スタンダール自身もその世界を共有
している。つまり．両主人公と作者とは．同じ大気を呼吸している。
オクタープとアルマンスの類似性を．もう少し探ってみよう。
《[•.. J mademoiselle de Zohiloff cachait sous l'apparence d'une 
douceur parfaite une volonte ferme, digne de l's.pre climat oil 
ele avait passe son enfance.》四 (ch.5.) 
上記引用文には．プッチ (Bucci)本01の《l's.preclimat》の箇所に．
《l's.prepays. (Ce mot comprend le moral.)15'》と書き記されている。
アルマンスのこの精神風土は．オクタープの不毛と一致しているように思
(1) Ibid., p. 48. 
U2) Cf. Victor Brombert, Stendhal et la voie oblique, Presse Univer-
sitaires de France, 1954, p. 7. 
U3l Armance, PL. I, p. 56. 
U4l プッチ本とは， ドナルド・プッチ氏に遺贈された，スタンダールが再版のため
に利用しようとした自家用本を指す。
(15) Voir《Noteset Variantes》dansArmance, PL. I, p. 1438. 
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われる。グラハム・ C・ジョーンズも「この娘（アルマンス）は，オクター
ブの性的不能を共有しているようである。彼女は，肉体的欠陥を持っては
いないが，その不感症は，まさしく彼女の従兄の不能と対応している」暉
と，指摘している。
例えば，オレンジの木の鉢での，オクターブの接吻への拒否。
《Octaveeut un moment d'egarement; il prit sa main comme le 
jour ou ele s'etait evanouie et ses levres oserent effleurer sa 
joue. Armance se releva vivement [ .] . Elle se reprocha 
amerement ce badinage. — Voulez-vous me deplaire ? lui dit-
elle. >u~(ch. 24.) 
更に，彼女が執拗に示す，最愛の従兄との結婚の拒否。彼女は自分が婚
約中であると言う嘘までついて，それを逃れようと試みている。
《Maisce mensonge fait toute ma force contre lui, se disait-elle; 
si je lui avoue seulement que je ne suis pas engag細 ilme sup-
pliera de ceder aux vreux de sa mere, et comment resister? 
Cependant, jamais, et sous aucun pretexte je ne dois consentir; 
non, ce mariage pretendu avec un inconnu que je prefere est ma seule 
defense contre un bonheur qui nous perdrait tous deux.》暉1(ch. 13.) 
アルマンスのこの拒絶は，読者にとっては不可解なものだろう。あたか
も．終章のオクタープの自殺を見越しているようだ。それだけ強く．彼女
がオクタープと結び付いていると言うことなのだろうか。然し．アルマン
スのこの態度は，オクタープの自殺を最も良く知っている人物，つまり．
作者自身の女主人公への浸透の結果と言える。
両主人公とスタンダールとが．同じ大気内に居ることを先に示したが．
(16) Grahame C. Jones, L'lronie dans les romans de Stendhal, collec-
tion stendhalienne N°8, Grand Chene, 1967, p. 47. 
(17) Armance, PL. I, p. 150. 
(18) Ibid., p. 98. 下線，引用者。
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三者のこの様な状態こそ，スタンダールの望んでいるものであろう。
《L'espoirde la mort, qui formait toute la perspective de cet 
amour, donnait meme a son langage quelque chose de celeste et de 
resigne, tout a fait d'accord avec le caractere d'Octave.》U9
(ch. 9.) 
この様なアルマンスにして初めて，オクターブとの会話にも共感し，そ
れに彼の独自的性格を与え得る。
《Suis-jedonc un mechant ? ajouta-t-il en soupirant. — Non 
sans doute, mais vous fournissez des pretextes aux personnes qui 
ne vous aiment pas, lui dit Armance du ton severe de l'amitie, 
et cherchant a cacher la pitie trop reelle que lui inspiraient 
ses chagrins.》00(ch. 3.) 
オクタープのスタンダール的自問《Suis-jedonc un mechant?》に対
する．アルマンスの否定の後に続けられる下線部は，彼女自身も彼と同種
の自問を（彼女はおもてに表わさずに隠しているだけで）何度か繰り返し
ていることを感じさせる。
モーリス・バルデーシュが．この小説について，「殆んど半分を占めて
いる莫大な序文の後で，初めて主題が置かれている」auと述べている様に，
アルマンスとオクタープの恋物語は，主として後半部に展開される。上記
引用文を，後半部の二人の会話と比較してみよう。
《Est-il possible, dit-il a Armance, que vous n'aimiez pas le 
chevalier de Bonnivet et qu'il ne soit pas cet epoux mysterieux 
dont vous m'aviez parle autrefois ? ―Le chevalier me fait 
horreur. Mais vous, Octave, n'aimez-vous pas madame d'Au-
male? ―De ma vie je ne la reverrai ni ne penserai a ele, dit 
(19) Ibid., p. 81. 
(20) Ibid., p. 47. 下線．引用者。
(21) Maurice Bardeche, op.cit., p. 152. 
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Octave. Chere Armance, daignez dire que vous m'acceptez 
comme epoux. […J Armance croyait voir qu'il accomplissait un 
devoir en pensant a autre chose.-Vous ne m'aimez pas dans ce 
moment, lui dit-elle.》IZI(ch. 27.) 
この両主人公の会話は，古典喜劇中で．若い恋人達が語り合うように語
られている。そして古典喜劇では，恋人同志がお互いの愛を確め合うこ
とになるのだが．この引用文中には．それを見出せない。むしろ．両主人
公の間に．溝の存在を感じさせる。オクタープのこの申し出の少し後で．
結局，アルマンスもそれに応じてはいるが．前半部の先の引用に見受けら
れた．同じ大気を吸っているような共感を，見出すことはできない。
2. アルマンスとキュリアル伯夫人
「サン・レモの嵐」の4日後， 9月19日に再び『アルマンス』に着手し
た時，四スタンダールは（この小説が．如何に失恋の痛手を慰めるために
書かれたにしろ）．オクタープとアルマンスの物語に．キュリアル伯夫人
の思い出が反映しようとは，恐らく思ってもみなかっただろう。
『アルマンス』の第 1章には．夫人から決定的な不興を被った．当時の
スタンダールの漠然とした不幸が，オクタープを介して描かれている。
《[…]ses yeux si beaux et si tendres lui donnaient de la terreur. 
1s semblaient quelquefois regarder au ciel et reflechir le bonheur 
qu'ils y voyaient. Un instant apr蕊 ony lisait les tourments de 
l'enfer.》如 (ch. 1.) 
作者の当てのない悲しみが，オクタープの不可解な性格の一要素として
語られている。つまり，オクタープの性的不能も．『アルマンス』執筆当
時の作者の精神状態が反映したもの，と考えられる。
四 Armance,PL. I, p. 166. 
(23) 『アルマンス』の第1回目の着手は， 1826年1月31日。その後，同年 2月8日
に執筆中止。同年9月19日に再び着手し，その年の10月10日に第1稿を完成す
る。尚，『アルマンス』の出版は， 1827年8月18日。
(24) Armance, PL. I, p. 36. 
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作者の漠然とした遣場のない悲しみが，第2章のアルマンスの作品への
登場によって，俄然，彼女の方へと集中して行く。そして，スタンダール
は．この女主人公に，キュリアル伯夫人を重ね合せて見るようになる。先
に．グラハム・ C・ジョーンズの言葉を引用したように，アルマンスは
「不感症」的要素をしばしば見せているが，彼女のこの「不感症」は，キュ
リアル伯夫人にも見受けられる。 1825年10月1日付の彼女の手紙に．「私． 
は肉体的には，愛人を欲しいとは思いません。と言うのは，私の健康状態
にとって，危険な余計ものでさえあるからです。でも，私は愛されたいと
強く思っています」四と書かれてあるように。夫人のこの手紙は，アル
マンスの持つ不可解な行動の一面を，説明してはいないだろうか。
アルマンスの登場によって，スタンダールの裡で，それまで漠然として
いた悲しみが，俄に，キュリアル伯夫人の想いへと結び付いて行く。そし
て，その反映が作者の分身とも言えるオクタープに，自殺の想念を植え付
けることになる。
《Pourquoine pas en finir? se dit-il enfin; pourquoi cette obsti-
nation a lutter contre le destin qui m'accable? J'ai beau faire les 
plans de conduite les plus raisonnables en apparence, ma vie n'est 
qu'une suite de malheurs et de sensations ameres. Ce mois-ci ne 
vaut pas mieux que le mois passe; cette ann給 cine vaut pas mieux 
quel'autre ann紐； d'ou vient cette obstination a vivre? Manquerais-
je de fermete? Qu'est-ce que la mort? se dit-il en ouvrant la 
caisse de ses pistolets et les considerant.》園 (ch.2.) 
オクタープと同様に，スタンダール自身も「サン・レモの嵐」の後，「ピ
ストルの極く近くにいて．何度も自殺のことを考え」12'1)ている。
(25) Correspondance I, p. 813. 傍点，引用者。
(26) Armance, PL. I, pp. 42-43. 
伽 HenriMartineau, op.cit., p. 89. 
227 
第5章で，アルマンスの肖像が描かれているが，キュリアル伯夫人も
「外国の土地の美しいイメージを偲ばせる」“純真さをもっていた。スタ
ンダールの裡に，夫人への想いが増ます募って行く。
《Octavevit le lieu ou repose la jeune B***, et lui donna des 
larmes.》fll(ch.8.) 
引用文は，ペール・ラシェーズの墓地での事だが，文中の《lajeune 
B稔＊》とは，キュリアル伯夫人の子供，三人姉妹の二番目の子供で， 1827
年 1月12日に死亡したバチルド (Bathilde)を指している。そして，バチ
ルドの死が，「もう終っていた，スタンダールとキュリアル伯夫人との愛
に，新たな緊張」田をもたらすことになった。従って，この少女のお陰で，
スタンダールは何らかの形で，夫人と再び接触が持てるようになった。
それ故に，バチルドは彼にとって，懐しい思い出となっている。
キュリアル伯夫人と結びつく作者の以上の様な思い出は，オクタープを，
嘗て夫人とスタンダールとがよく散歩し，そしてそこで，「彼が夫人に，
どの様に彼の恋を告白しようか」蜘と思い悩んだ，アンディイヘと向かわ
せる。
《Dansle dessein d'egayer une promenade que l'on faisait, de nuit, 
sous les bois charmants qui couronnent les hauteurs d'Andilly, 
Octave parut tout a coup deguise en magicien, et eclaire par les 
feux du Bengale adroitement caches derriere le tronc de quelques 
vieux arbres. Octave etait fort beau ce soir-la, […］．》磁 (ch.11.) 
キュリアル伯夫人の思い出が支配しているこの重苦しい小説で．夫人の
思い出が，スタンダールの裡に，最も幸福なオクタープ像と共に想起され
閲 Ibid.,pp. 77-78. 
(29) Armance, PL. I, p. 78. 
(30) Henri Martineau, op. cit., p. 91. 
(31) Ibid., p. 79. 
図 Armance,PL. I, p. 88. 
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ている。実際，この小説中で．オクタープがこれ程美しく描かれている箇所
はない。アンディイの森の夕暮と，ペンガル花火の光と陰。老木から忽然
と，あたかも夢の中の出来事のように姿を現わすオクタープ。然し．この
文章の創り出しているものは，ベンガル花火のように，どこか危う＜俵い
もの．そして，老木のように少し色褪せた．スタンダールの過去となった
思い出を感じさせる。
そして．第16章で，オクタープはアルマンスに大接近する。
《[…Jil etait si etonne de ce qui se passait dans son creur, si 
trouble par le beau bras d'Armance a peine voile d'une gaze legere 
qu'il tenait contre sa poitrine, qu'il n'avait d'attention pour 
rien.》Bl(ch. 16.) 
オクタープのこの官能的驚きは．スタンダールがキュ l）アル伯夫人と知
り合った頃の，プニョ夫人邸での官能的な夫人の姿を目の当りにした時と
共通している。「ベイルはキュリアル伯夫人とそこで会った。彼女は裸足
だった。この優雅な映像は，以来．彼の記憶から離れなかった」“と，ア
ンリ・マルチノーが述べているように．スタンダールは，ここで夫人の優
雅な姿を思い描いている。
然し，第17章以降のアルマンスと共には．この種の夢想を．作者は共有
できない。それは．アルマンスがオクタープの世界から抜け出して，一人
で歩み始めるから，というよりもむしろ，前半部を支配していたオクター
プの内的世界が，物語の筋に組み込まれたことに起因する。つまり．第16
章を境に，主従の逆転が行われるからだ。例えば．両主人公の結婚等。従っ
て．第17章以降は，オクタープがアルマンスの影響を受けて行くことにな
る。そのために．オクタープの眼を通して描かれるアルマンスの美しさも，
徐々に増して行くことになる。そしてそれに比例するように，オクタープ
の苦悩も増大して行く。
閲 Ibid.,p. 111. 
紬 HenriMartineau, op.cit., p. 78. 
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《[…]Octave rompit une jeune tige de chdtaignier, avec laquelle 
il fit un trou dans la terre; il se permit de donner un baiser a la 
bourse, pr給entd'Armance, et il l'enterra au lieu m~me ou il 
s'etait evanoui. Voila, se dit-il, ma premiere action vertueuse: 
Adieu, adieu, pour la vie, chere Armance !》困 (ch.17.) 
この箇所は．オクタープの不能の象徴としても引用されるが，そこに第
16章までの．オクタープの内的世界に居た，アルマンスの埋葬を見れない
だろうか。これ以降，オクタープの苦しみは，より一層強度を増して行く
ことになる。
《[…]si quelque enfant・maladroit, en tirant un oiseau derriere 
une haie, pouvait me tuer, je n'aurais aucun reproche a me faire. 
Dieu! quelles delices de recevoir un coup de fusil dans cette t~te 
brftlante! Comme je le remercierais avant que de mourir si j'en 
ava1s le temps!》閲 (ch.18.) 
後半部に見せるオクタープの絶望は，そのままスタンダール自身のもの
と言える。第19章で．パリヘの出発時に，オクタープが感じる苦しみ。
《Octavesortit de la cour du chdteau avec le sentiment qu'on 
aurait en marchant a la mort; [ .] ileQt ete heureux de n'avoir 
que la douleur d'un homme qu'on mene au supplice.》四1(ch. 19.) 
この引用文に，スタンダールは「1827年，これらのすべては，私にマ
ンチ（キュリアル伯夫人）を偲ばせる門（プッチ本）と記している。そ
して，パリでのオクタープの錯乱。
《Lesobjets les plus indifferents lui rappelaient Armance. Sa 
folie allait au point de ne pouvoir apercevoir a la t~te d'une af-
fiche ou sur une enseigne de boutique un A ou un .z; sans~tre 
(35) Armance, PL. I, p. 117. 
閲 Ibid.,p. 118. 
(37) Ibid., p. 124. 
(38) Voir《Noteset Variantes》dansArmance, PL. I, p. 1451. 
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violemment entraine a penser a cette Armance de Zohiloff qu'il 
s'etait jure d'oublier. Cette pensee s'attachait a lui comme 
un feu devorant et avec tout cet attrait de nouveaute, avec tout 
l'inter~t qu'il y efit mis, si depuis des siecles l'idee de sa 
cousine ne lui fut apparue. 
Tout conspirait contre lui; il aidait son domestique [ .] a 
emballer des pistolets; […J • Tout a coup il aperゃitces mots 
graves en caracteres abreges sur la garniture d'un des pistolets: 
Armance essaye de faire f eu avec cette arme, le 3 septembre 
182 .》Cl!l(ch.20.) 
キュリアル伯夫人との関係に「嵐の前触れを予感しながら.1826年6月
27日．プーローニュを出帆」11したスタンダールは，旅先の英国で．「同
年8月28日に夫人の手紙を受け取り，不安を甦らせて」1Dいる。所謂，「サ
ン・レモの嵐」は，先の手紙の約半月後の， 1826年9月15日にやって来る。
従って，引用文中の《Armanceessaye de faire feu avec cette arme, le 
3 septembre 182.》は，アルマンスをスタンダールに置き換えてみれば，
スタンダール自身の体験と推測できなくもない。
続いて．第1凜と呼応するように．第24章で再びアンディイが描かれる。
第24章では．一躍社交界の寵児となったオクタープが描かれているが．第
11章よりも．より現実的な騒々しいアンディイが描かれている。夕暮の詩
的なアンディイは．陰をひそめてしまっている。
「サン・レモの嵐」の後，スタンダールはキュリアル伯夫人の前に「姿を
見せることだけは黙認される。そして彼は，その年の10月の間中，拶い希望
と暗い絶望とに．心を責めさいなまれる。思いやりのある夫人は，彼の慰め
となる密会に何度か応じる」四が．恐らく．それ以上の事は許さなかっただ
閲 Armance,PL. I, p. 127. 
(4) Henri Martineau, op.cit., p. 85 
(41) Ibid., p. 87. 
{42) Ibid., p. 89. 
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ろう。丁度，オクタープが．アルマンスの頬に唇を押しつけた時．アルマ
ンスの言った言葉，《Voulez-vous me deplaire ? 戸のように。この章
で示すアルマンスの態度は， スタンダールがキュリアル伯夫人から被っ
た不興の後の，彼と夫人との関係を思わせる。この章の華やかさは，スタ
ンダールに，過去の不幸を思い起させているようだ。
《Terre! C'etait le sol de la Grace et les montagnes de la 
Moree que l'on apercevait a l'horizon. Un vent frais portait le 
vaisseau avec rapidite. Le nom _de la Grace reveilla le courage 
d'Octave: Je te salue, se dit-il. […J. Et a minuit, le 3 mars, 
comme la lune se levait derriere・le mont Kalos., un melange d'opium 
et de _digitale prepare par lui delivra doucement Octave de cette 
vie qui avait ete pour lui si agitee.》絹1(ch. 31.) 
嘗て．スタンダールは，岩石の線に．マチルドの魂のイメージを認めて．
次の様に語っている。
〈(Lespaysages etaient comme un archet qui jouait sur mon ame, 
et […] la ligne des rochers [ .] fut pour moi une image sensible 
et evidente de l'ame de Metilde.》151
岩石の線に，マチルドの魂のイメージを認めたように，スタンダール
は，ギリシアの陸地やモレア半島に，キュリアル伯夫人のイメージを認
めてはいないだろうか。『アンリ・プリュラールの生涯』冒頭のシロッコ
(sirocco)の微風と同じ様に，《unvent frais》や《lalune se levait 
derriere le mont Kalos》が．幸福感と共に美しく語られているのは，
スタンダールがモレアの山々や．カロス山に．キュリアル伯夫人の姿を，
再びイメージとして捕え直していることに．起因しているように思われる。
(43) Armance, PL. I, p. 150. 
(4) Ibid., p. 189. 
(45) Vie de Henri Bru,lard I, 0. C., t. XX, p. 21. 
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結びにかえて
スタンダールが，『アルマンス』の執筆に際して，最初からキュリアル
伯夫人との恋愛の思い出を，この小説中に織り込むことを意図していたか
否かは．甚だ興味ある問題だろう。然し．アンリ・マルチノーの言うよう
に．『アルマンス』が失恋の痛手を紛らすために執筆されたものとすれば，
この小説に夫人の思い出が色濃く反映するのは．当然の事と言えよう。ス
タンダールが殊更に意図しなくとも．小説に男女の主人公を登場させ．そ
してその両主人公が恋する物語となれば，作者の裡に最も鮮明な記憶と
して刻み込まれている，忘れることのできない夫人への想いが．自然と浮
び上がってくるだろう。結局，作者の意図とは無関係に．夫人への想いが
反映することになる。スタンダールの意識の流れを考察してみれば，『ア
ルマンス』を執筆して行く間に，作者がオクタープの裡に浸透して行き，
そして．アルマンスの小説への登場を境にして，彼の意識が女主人公を介
して．キュリアル伯夫人の方へ向けられてしまったようだ。アルマンスの
小説への登場まで．スタンダールの頭を領していたのは．曖昧模糊とした
救いのない絶望感しかない。
スタンダールが，第5章でアルマンスの肖像を描く時，彼はキュリアル
伯夫人の面影を抱きつつ，その記憶を確かめるように描写して行く。例え
ば，《sije l'osais戸と言う挿入句が，その事を示してはいないだろう
か。
『アルマンス』の不毛で重苦しい世界は．スタンダール自身の「恋愛生
活での不毛さの象徴」1'1と言える。それ故に．両主人公は．スタンダール
の精神風土の下で呼吸し，同じ環の中で，大気のようにお互いに混じり合っ
ている。この様な共感の下に，第11章のアンディイヘの散歩が語らている。
この章で．作者がオクタープについて《C'etaitun i!tre tout mystere.》幽
(46) Armance, PL. I, p. 57. 
(47) Grahame C. Jones, op.cit., p. 49. 
(48) Armance, PL. I, p. 87. 
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と説明を加える時．スタンダールは，読者としてのキュリアル伯夫人を，
強く意識していただろう。オクタープ同様，スタンダールも「見抜かれな
いこと」幽を方針としていたのだから。作者は，オクタープに関して次の
様に語っている。
《[…]ses nobles qualit細 s'alliaientetrangement avec une profon-
deur de dissimulation incroyable a cet age.》81(ch. 1.) 
『アルマンス』を第1章まで読み進めば，夫人には，オクタープが作者
の分身であることが．容易に想像できたろう。スタンダールは，『アルマ
ンス』を通して，夫人に自己の理想としている愛を示そうとしたのだろう。
又．その様な恋愛物語を書くことによって，自己を慰めようとしたのかも
しれない。
然し，失恋の慰めに書き始めたこの物語の中で，スタンダールは，再び
キュリアル伯夫人の姿を見い出して．苦しむ羽目に陥ってしまう。その状
態は，オクタープを介して，後半部に強く浮彫りにされている。物語が展
開を見せ始める後半部よりも．スタンダール自身の不幸を共有するオクター
プとアルマンスとが，同じ環の中でお互いに共鳴し合っている前半部の
方が，スタンダールには，はるかに貴重な部分であろう。
つまり．スタンダールにおいて．恋愛は自己の想念の裡でしか，幸福では
ありえない。『アルマンス』終章で，オクタープの自殺前に，作者の描く風
景描写の感動的な調子，死を前にしたオクタープの幸福感。以上は全て．『ア
ンリ・プリュラールの生涯』の作者が冒頭で語る幸福感と呼応している。
《[…Jil faisait un soleil magnifique. Un leger vent de sirocco a 
peine sensible faisait flotter quelques petits nuages blancs au-
dessus du mont Albano, une chaleur delicieuse r舘naitdans l'air; 
j'etais heureux de vi vre.》酬
（佃《n'etrepas devin~.> Souvenird'Egotisme, 0. G., t, XXXVI, 
P. 1. 
(50) Armance, PL. I, p. 36. 
(51) Vie de Henri Brulard L 0. C, t. XX, p. 1. 
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同じく．『アンリ・プリュラールの生涯』の第 1章で，スタンダールは．
次のように語っている。
《Lavictoire etonnante de Menti ne m'a pas fait un plaisir 
comparable a la centieme partie de la peine qu'elle m'a faite en 
me quittant […］．》“
報われぬ恋こそ，スタンダールにとって，何よりも替え難い思い出とな
る。
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